
拠点連携に基づくエリアマネジメント＆
プロデュースによる地域創生の検証

─ 長野県飯綱町における存在価値向上の提案を通して ─

境 新 一

1．はじめに

ø ─ ø 問題意識の背景─日本の社会問題

現在，日本は，「高齢化」と「少子化」が同時に進行する少子高齢化社

会となっており，約 40 年後までに，65 歳以上人口はほぼ横ばいで推移す

る一方，20 歳～64 歳人口は大幅に減少し，高齢化率は約 10％程度上昇す

ることが見込まれている。

そこで少子高齢化社会への対策と，東京に極端に集中している人口を解

消するため，2014 年に「まち・ひと・しごと創生総合戦略」（内閣府）の

施策が始まった（内閣府 2014）。

この基本方針は，少子高齢化社会という我が国が直面する大きな課題に

対し，政府一体となって取り組み，各地域がそれぞれの特徴を活かした自

律的で，持続的な社会を創生することに意味がある。人口減少を克服し将

来にわたって成長力を確保し，「活力ある日本社会」を維持するため 4 つ

の基本目標と 2つの横断的な目標に向けた政策を進めている。

将来に成長力を確保し，「活力ある日本社会」を維持するため 4 つの基

本目標と 2つの横断的な目標に向けた政策が進められている。少子高齢化

による首都圏への人口の一極集中，地方の過疎化・人口流出に伴って，

2040 年までに全国 896 市区町村が「消滅可能性都市」（日本創成会議）に該
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図表 ø 日本の将来推計人口 2017 年 4 月時点での推計

【出典】国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人
口」平成 29 年 4 月推計。

図表 ù 活力ある日本社会のための基本目標と政策

【出典】内閣府「まち・ひと・しごと創生総合戦略」2014 年。

当するとの指摘がある（日本創生会議 2014）。消滅可能性都市とは，2010 年

から 2040 年にかけて 20～39 歳の若年女性人口が 5割以下に減少する市区

町村のことである。図表 ø・ù

ø ─ ù 問題意識と研究目的

以上の背景のもと，本研究は，消滅可能性都市の進行を食い止めるため

に，原因となる地域内からの人口流出をいかに防ぐか，自然的あるいは文

化的な地域資源とその拠点を最大限に連携・活用させた社会関係資本によ

って，地域の存在価値・地域価値の創造と向上をどのように実現するか，

という問題意識のもとに地域創生のあり方とその解決策を検証し提案する

こととした。

本研究の具体的な目的は，人口減少率の高い市区町村レベルの地域エリ

アを選定し，1つの地域／エリアに，自然的あるいは文化的な地域資源を

有した拠点が複数あることを最初に確認する。次に各拠点に関する現状評

価と問題点を整理し，エリアマネジメントならびにエリアプロデューサー

の視点から，拠点を連携させた社会関係資本を基礎とした具体的な地域の

課題＆拠点連携を類型化した共創＆協創モデルの作成，提案を行うことで

ある。このモデルにより，同様の他地域の地域創生，地域活性化にも援用

でき，地域価値の創造と向上を実現できるからである。

公共善，社会善を充足して地域の存在価値を向上させるための伴はエリ

アマネジメント，エリアプロデュースにあると考えられる。地域の主要拠

点，ならびに地域と周辺の都市部との連携を図ることによって，住民の利

便性を高め，個人の幸福（well-being，ウェルビーイング）を向上させる。そ

の結果，地域の存在理由，存在価値を向上させること（＝パーパス経営）が

できる。そこで，本稿は，「拠点連携に基づくエリアマネジメント＆プロ

デュースによる地域創生」をフィールドワーク，ケーススタディなどを重

ね，具体的な消滅可能性都市を例示して，地域の存在価値を向上させる提

案を行うことを試みたい。特に，本稿では様々な理由から地域を長野県飯

綱町に特定して検証をすすめた。
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写真 ø 下北沢新商業施設「ミカン下北」での記念撮影

【出典】しもきた商店街振興組合副理事長・小清水克典氏と境新一研究室／筆者＆当
ゼミナール 3年生。2022 年 5 月撮影。

ù．分析対象と分析枠組み

ù ─ ø 分析対象：長野飯綱町を特定する理由

本研究では，分析対象となる地域を地方自治法による「市」レベルより

小さい「町」レベル（一般に人口規模が 50,000 人以下）を想定してすすめる

ことにした。

これまでに当研究室は，成城はもちろん，世田谷区，さらに日本全国で

検証を試みた。とりわけ近年では，世田谷区下北沢，長野県北部地域，小

布施町や飯綱町などで長年フィールドワークや実践を多数行ってきた（境

2014; 2015a; 2016a; 2020a）。

まず，下北沢は変化に適応した良い町の実現を目指して，エリアマネジ

メントを展開してきた場所である。まちの魅力度では世界第 7位と高い評

価を受けている (Time Out 2022,Kaila Imada 2022)。

小田急電鉄・下北沢駅の地下化によって生まれた跡地は「下北線路街」

とよばれている。デベロッパーである小田急電鉄は，住民の主体性・個人

商店の価値を重視する「支援型開発」，コミュニティシップのᷓれるまち

づくりを実践している（橋本ほか 2022）。また，京王電鉄と地元商店街なら

びに世田谷区は協働して，井の頭線高架下に新たな商業施設，ミカン下北

を開業させ，民間主導のエリアマネジメントを実現することとなり，顔の

見える個店と遊びの部分・余白が，人とまちをつなぐ新たな要件となるこ

とを示唆している（商店建築 2022）。

一方，長野県では，古くから交流とおもてなしで知られる小布施町，そ

して全国りんご生産地として青森県（青森市浪岡地区）に続く第 2位をはじ

め，豊かな農産物の生産地である飯綱町にフィールドワークを行ってきた。

こちらも今後，下北沢同様にエリアマネジメントを強化する見通しである。

折しも，2021 年 11 月に，下北沢で初めて開催されたファーマーズマル

シェに長野県飯綱町が出店したことを契機に，この町の農業，工業，商業

などの拠点とその実態を調べることになった。それは消滅可能性都市の要

件との関わり，ならびに，地域創生，地域活性化への道筋を検証すること

でもあり，かつ，先入観の小さい若者層の視点も重要であることから，学

生を帯同したフィールドワークを実施した（境新一研究室 2022）。

ù ─ ù 分析枠組み：エリアマネジメントとエリアプロデュースを中心に

本研究の目的は，人口減少率の高い市区町村レベルの地域エリアを選定

し，1つの地域／エリアに，自然的あるいは文化的な地域資源を有した拠

点が複数あることを最初に確認する。次に各拠点に関する現状評価と問題

点を整理し，エリアプロデューサーの視点から，拠点を連携させた社会関

係資本を基礎とした具体的な地域の課題＆拠点連携を類型化した共創＆協

創モデルの作成，提案を行うことである。このモデルにより，同様の他地

域の地域創生にも援用でき，地域価値の創造と向上を実現できるからであ

る。

本研究の特徴は大きく 4点に集約される。
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第 1に，地域資源を有する複数拠点（通常，少なくとも 3点が必要となる）

を繋ぎ，それを連携することによって囲まれる面（＝中核エリア）の存在

意義・価値を向上させることを理論と実証の両面で研究する。それを実行

するのは個人・企業・行政などの主体である。拠点の候補となり得るのは，

行政機関，教育機関（学校），商業施設（商店街・直売所・ショッピングモー

ル），文化施設（廃校・アート／エンターテインメント施設），医療介護施設

（病院・薬局），農家・農業者など設置目的の異なる施設である。当然なが

ら，地域ごとに拠点の選び方は変化する。

なお，「存在意義」を扱う研究視点に，パーパス経営がある（名和 2021，

阿部 2022）。存在意義や志は「コンピタンス（自社の商品・サービスが果たす

機能）」「大義（実現したいと望む社会善）」「文化（事業を運営する思い）」とい

う意味とのつながりを持つ。それをどう実現するかという方法論がパーパ

ス経営といえる（J・ノウルズ，B・T・ハンサカー，H・グローブ，A・ジェーム

ズ 2022）。パーパス経営の主体は一般的に企業と捉えられるが，地域経営

もその対象と捉えることができる

第 2に，複数拠点にもとづく地域創生の行動，プロセス，構造を従来に

はない点，線，面での視点から捉えることとする（隈 2020）。具体的には，

点：1つ 1 つの拠点，線：拠点を相互に連携，つなげた構造，面：複数拠

点で構成される中核となるエリアととらえる。本研究ではこの中核エリア

を軸として地域価値を創造，向上することを検討することになる。そして

複数拠点は大きく 2つ，（1）都市部と地域内という横断的な広域エリアで

の拠点 （2）地域内という狭域エリアでの拠点 以上の 2類型で設定し，

各拠点を連携して中核エリアを形成する。このうち，特に（1）の連携が

都市部と地域内，両方の地域資源をつなぐことによって交流人口や定住人

口の増加を促進すると期待される。また本研究では連携，情報発信のベク

トル（方向性）も考慮して，地域内から都市部への事例だけでなく，世田

谷区（下北沢）と長野県を皮切りに，戸越銀座と広島県，青山外苑前と岐

阜県などの商業施設と地域「町」との間に見られる都市部から地域内への

連携・情報発信の事例も検証する予定である（境／成城大学 2022）。

そして拠点間を連携する手法としては，物理的な交通手段，仮想的な

SNS・インターネットなどを用いる。中核エリアの外部に位置する人や地

域資源を最寄のいずれかの拠点と連携させ，各拠点に新たな機能（新たな

地域資源）を付帯することを検討する。実際の中核地域を外れる地域をい

かにつなげるか，また，最短経路でつなげるかを解決するためには数理モ

デルが有用である。

第 3 に，分析枠組みとしては，経営学（特にエリアマネジメント，エリア

プロデュース），社会学（ネットワーク論）を中心に，工学，美学も考慮した

独自の学際的視点から検証し，必要に応じて数理モデル＆技法も用いる。

一般に，数理モデル＆技法としては，合理的選択，期待効用などの意思決

定に関わる理論，戦略的相互依存性を扱うゲーム理論，構造を簡潔に可視

化するグラフ理論，ネットワークモデル，構造モデル，群のデータの性質

や未知のデータの推測を行う統計，方程式 OR技法として組み合わせ最適，

確率モデル，閾値モデルなど様々なモデルと技法がある（土場ほか 2004，

松井・根本・宇野 2008）。

特に，エリアマネジメントとは「地域の価値を維持・向上させ，また新

たな地域価値を創造するために行われ，内発的で自律的に継続できる地域

経営の仕組みづくり」とされる（小林ほか 2005，小林ほか 2015）。エリアマ

ネジメントの詳細については後述する。

本稿では，エリアマネジメントは 3つ以上の拠点を繋ぎ，面（＝エリア）

の存在意義・価値を向上させる運営であるとみなした。それは個人・企

業・行政などの主体によって行われ，地域ごとに拠点の選び方は変化する

ものとした。拠点例としては，以下が挙げられる。図表 ú

下北沢の場合，商業施設・文化施設・行政施設の拠点を利用したエリア

マネジメントが行われている。一方，飯綱町で活用できる拠点を検討する

成城・経済研究 第 239 号（2023 年 1 月） 拠点連携に基づくエリアマネジメント＆プロデュースによる地域創生の検証

─ 52 ─ ─ 53 ─



第 1に，地域資源を有する複数拠点（通常，少なくとも 3点が必要となる）

を繋ぎ，それを連携することによって囲まれる面（＝中核エリア）の存在

意義・価値を向上させることを理論と実証の両面で研究する。それを実行

するのは個人・企業・行政などの主体である。拠点の候補となり得るのは，

行政機関，教育機関（学校），商業施設（商店街・直売所・ショッピングモー

ル），文化施設（廃校・アート／エンターテインメント施設），医療介護施設

（病院・薬局），農家・農業者など設置目的の異なる施設である。当然なが

ら，地域ごとに拠点の選び方は変化する。

なお，「存在意義」を扱う研究視点に，パーパス経営がある（名和 2021，

阿部 2022）。存在意義や志は「コンピタンス（自社の商品・サービスが果たす

機能）」「大義（実現したいと望む社会善）」「文化（事業を運営する思い）」とい

う意味とのつながりを持つ。それをどう実現するかという方法論がパーパ

ス経営といえる（J・ノウルズ，B・T・ハンサカー，H・グローブ，A・ジェーム

ズ 2022）。パーパス経営の主体は一般的に企業と捉えられるが，地域経営

もその対象と捉えることができる

第 2に，複数拠点にもとづく地域創生の行動，プロセス，構造を従来に

はない点，線，面での視点から捉えることとする（隈 2020）。具体的には，

点：1つ 1 つの拠点，線：拠点を相互に連携，つなげた構造，面：複数拠

点で構成される中核となるエリアととらえる。本研究ではこの中核エリア

を軸として地域価値を創造，向上することを検討することになる。そして

複数拠点は大きく 2つ，（1）都市部と地域内という横断的な広域エリアで

の拠点 （2）地域内という狭域エリアでの拠点 以上の 2類型で設定し，

各拠点を連携して中核エリアを形成する。このうち，特に（1）の連携が

都市部と地域内，両方の地域資源をつなぐことによって交流人口や定住人

口の増加を促進すると期待される。また本研究では連携，情報発信のベク

トル（方向性）も考慮して，地域内から都市部への事例だけでなく，世田

谷区（下北沢）と長野県を皮切りに，戸越銀座と広島県，青山外苑前と岐

阜県などの商業施設と地域「町」との間に見られる都市部から地域内への

連携・情報発信の事例も検証する予定である（境／成城大学 2022）。

そして拠点間を連携する手法としては，物理的な交通手段，仮想的な

SNS・インターネットなどを用いる。中核エリアの外部に位置する人や地

域資源を最寄のいずれかの拠点と連携させ，各拠点に新たな機能（新たな

地域資源）を付帯することを検討する。実際の中核地域を外れる地域をい

かにつなげるか，また，最短経路でつなげるかを解決するためには数理モ

デルが有用である。

第 3 に，分析枠組みとしては，経営学（特にエリアマネジメント，エリア

プロデュース），社会学（ネットワーク論）を中心に，工学，美学も考慮した

独自の学際的視点から検証し，必要に応じて数理モデル＆技法も用いる。

一般に，数理モデル＆技法としては，合理的選択，期待効用などの意思決

定に関わる理論，戦略的相互依存性を扱うゲーム理論，構造を簡潔に可視

化するグラフ理論，ネットワークモデル，構造モデル，群のデータの性質

や未知のデータの推測を行う統計，方程式 OR技法として組み合わせ最適，

確率モデル，閾値モデルなど様々なモデルと技法がある（土場ほか 2004，

松井・根本・宇野 2008）。

特に，エリアマネジメントとは「地域の価値を維持・向上させ，また新

たな地域価値を創造するために行われ，内発的で自律的に継続できる地域

経営の仕組みづくり」とされる（小林ほか 2005，小林ほか 2015）。エリアマ

ネジメントの詳細については後述する。

本稿では，エリアマネジメントは 3つ以上の拠点を繋ぎ，面（＝エリア）

の存在意義・価値を向上させる運営であるとみなした。それは個人・企

業・行政などの主体によって行われ，地域ごとに拠点の選び方は変化する

ものとした。拠点例としては，以下が挙げられる。図表 ú

下北沢の場合，商業施設・文化施設・行政施設の拠点を利用したエリア

マネジメントが行われている。一方，飯綱町で活用できる拠点を検討する
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図表 ú 連携可能な拠点例

【出典】下北沢，成城学園，長野県飯綱町などのフィールドワークをもとに独自に作成。

図表 û 拠点連携の対比 下北沢と飯綱町

【出典】独自に作成。

と，商業施設・文化施設・医療介護施設に連携の可能性が見出された。図

表 û

第 4に，地域創生を促進する主体はプロデューサーである。彼らは地元

住人が気付かない地域の良さを見出し，掘り起こす。主体（拠点）を仲

介・連携し，士気を高め，オンリーワンの価値創造を行い情報発信する。

前述のエリアマネジメントにはこのプロデュース機能が備えられていない。

そこで，本研究では，様々な関係者の協働を促進させ広域に物事を解決で

きるプロデューサーを特にエリアプロデューサーと名付ける。筆者は地域

課題に対するエリアプロデューサーとして活動してきた経緯があり，複数

拠点を相互につなぐ対境担当者，情報発信者と位置づけられる。拠点連携

は，エリアマネジメントにない，プロデュース機能を加えて，エリアマネ

ジメント＆プロデュースをすすめるために要件となる。

プロデュースとマネジメントの相違点は何か。プロデュースは異質の機

能をもつ組織・個人や関係者，例えば，アーティスト，クリエーターと調

整して，過去にない新たな価値創造を実現する。これは 0から 1を創る過

程である。当然ながら，異質な関係者との調整には摩擦が生じることも避

けられない。しかし，その際，これらの人々に敬意と理解をもってプロデ

ュースするため，摩擦を回避することが可能となる。プロデューサーは，

異質なものを結びつける意味で，対境担当者，インターフェイス・マネジ

ャー，ゲートキーパーと呼ばれる所以である。これに対して，マネジメン

トは同質の組織，個人や関係者を相手に，部門の目標にそって摩擦をでき

るだけ回避しながら既存の組織，物事を運営するのであり，価値の提供に

力点がある。これは 1を 10に広げる過程である。プロデュースは，個々

のマネジメントを総括し，それはブランディングにも結びつく。ただ，両

者には価値および顧客の創造など共通点も存在し，相互補完的に機能する

のである（境 2015b; 2016b; 2017a; 2021）。

第 3に挙げたマネジメントとこの第 4に言及するプロデュースよって，

地域の連携を行い，究極の目的である公益，公共善，社会善を高めること

が重要である（藤井 2008）。ウェルビーイングという言葉も，身体の健康

のみを指すのではなく，感情として幸せを感じたり社会的に良好な状態を

維持したりといった精神的な意味を含めた広い意味での健康を指しており，

これも公共善のひとつといえよう。ウェルビーイングは個人，企業，行政

の協働により達成され，さらに社会善を追い求める地域経営，まちづくり

を行うことによって，地域の存在価値は向上し，日本ならびに世界の公共

善，社会善，ウェルビーイングがすべて繋がる。

なお，地域の存在価値を創造し向上させるには創造のあり方が問われる。

これに大きな示唆となるものが，共創と協創の概念である。「共創」とは

1つの目標に向かって拠点が協働して，一方「協創」とは拠点個々の構成
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図表 ú 連携可能な拠点例

【出典】下北沢，成城学園，長野県飯綱町などのフィールドワークをもとに独自に作成。

図表 û 拠点連携の対比 下北沢と飯綱町

【出典】独自に作成。

と，商業施設・文化施設・医療介護施設に連携の可能性が見出された。図

表 û

第 4に，地域創生を促進する主体はプロデューサーである。彼らは地元

住人が気付かない地域の良さを見出し，掘り起こす。主体（拠点）を仲

介・連携し，士気を高め，オンリーワンの価値創造を行い情報発信する。

前述のエリアマネジメントにはこのプロデュース機能が備えられていない。

そこで，本研究では，様々な関係者の協働を促進させ広域に物事を解決で

きるプロデューサーを特にエリアプロデューサーと名付ける。筆者は地域

課題に対するエリアプロデューサーとして活動してきた経緯があり，複数

拠点を相互につなぐ対境担当者，情報発信者と位置づけられる。拠点連携

は，エリアマネジメントにない，プロデュース機能を加えて，エリアマネ

ジメント＆プロデュースをすすめるために要件となる。

プロデュースとマネジメントの相違点は何か。プロデュースは異質の機

能をもつ組織・個人や関係者，例えば，アーティスト，クリエーターと調

整して，過去にない新たな価値創造を実現する。これは 0から 1を創る過

程である。当然ながら，異質な関係者との調整には摩擦が生じることも避

けられない。しかし，その際，これらの人々に敬意と理解をもってプロデ

ュースするため，摩擦を回避することが可能となる。プロデューサーは，

異質なものを結びつける意味で，対境担当者，インターフェイス・マネジ

ャー，ゲートキーパーと呼ばれる所以である。これに対して，マネジメン

トは同質の組織，個人や関係者を相手に，部門の目標にそって摩擦をでき

るだけ回避しながら既存の組織，物事を運営するのであり，価値の提供に

力点がある。これは 1を 10に広げる過程である。プロデュースは，個々

のマネジメントを総括し，それはブランディングにも結びつく。ただ，両

者には価値および顧客の創造など共通点も存在し，相互補完的に機能する

のである（境 2015b; 2016b; 2017a; 2021）。

第 3に挙げたマネジメントとこの第 4に言及するプロデュースよって，

地域の連携を行い，究極の目的である公益，公共善，社会善を高めること

が重要である（藤井 2008）。ウェルビーイングという言葉も，身体の健康

のみを指すのではなく，感情として幸せを感じたり社会的に良好な状態を

維持したりといった精神的な意味を含めた広い意味での健康を指しており，

これも公共善のひとつといえよう。ウェルビーイングは個人，企業，行政

の協働により達成され，さらに社会善を追い求める地域経営，まちづくり

を行うことによって，地域の存在価値は向上し，日本ならびに世界の公共

善，社会善，ウェルビーイングがすべて繋がる。

なお，地域の存在価値を創造し向上させるには創造のあり方が問われる。

これに大きな示唆となるものが，共創と協創の概念である。「共創」とは

1つの目標に向かって拠点が協働して，一方「協創」とは拠点個々の構成
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員の個性と能力を引き出し合いながら協働することを意味する（平井

2019）。両者を通して，各地域の価値創造と価値向上が図られるのである。

例えば，行政（長）が掲げる目標に対して，企業や市民が 1 つの目標に向

けて協働すると同時に，企業と市民の各主体にできることを個性と能力を

出し合いながら協働する。拠点連携を用いてこの両者による共創と協創が

地域価値の創造と向上がモデルの要件となる。

ù ─ ú 分析方法

本研究では，フィールドワークを行い，商店街や廃校，直売所など主要

拠点の現状を観察，検証するとともに，インタビューならびに「まちの実

態」を調査する。さらに，町役場を訪問して，町長ほか主な行政官からま

ちの現状と課題，それに対応する施策，今後の展望を伺った。

ú．本稿に関する先行研究の総括

本稿に関する先行研究としては，地域研究の分野（複数拠点の連携，商店

街・まちづくり・コミュニティほか，空き家活用・公共施設再生ほか，地域活性

化・社会的課題解決，公益・公共善ほか），マネジメント・プロデュース・ネ

ットワーク研究の分野（企業グループ・組織間関係・紐帯・ネットワーク，事

業創造，プロデュース・マネジメント・アート・デザイン・価値創造など），の大

きく 2つに分けられる。これまでに数多くの当該分野における研究，論稿

が存在するが，ここでは，筆者の既発表の著書，論稿を中心に整理総括す

ることとしたい。

（1）地域研究の分野

（1─ 1）複数拠点の連携と価値創造ほか

筆者が助成研究（助成期間：2022 年 4 月～2024 年 3 月）として取り組む研

究が「商店街・廃校・道の駅を基点とする地域活性化：エリアプロデュー

サーによる共創＆協創モデルの提案」のテーマで進行中である（境／成城

大学 2022）。

（1─ 2）商店街・まちづくり・コミュニティほか

東京都世田谷区を中心として，タウンマネジメントの視点から商店街活

性化に関する課題と展望を検証したもの，世田谷区内の主な 6地域・商店

街と比較を通して，本学と商店街との地域連携を「学びの場」ととらえた

論稿，下北沢と成城に関する 70 年間の変遷と創造性に富む新たな商店街

づくりの可能性と提案を述べた論稿などがある（境 2014; 2015a; 2020）。

（1─ 3）空き家活用・公共施設再生ほか

コロナ禍前の 2018 年時点で，都市型と地方における民泊の運営ならび

に制度に関して課題と展望を論じたもの，図書館，廃校，倉庫という公共

施設を対象に再生と活用に関する検証をフィールドワークを駆使して論じ

たものなどがある（境 2018; 2021a）。

（1─ 4）地域活性化・社会的課題解決ほか

社会的課題解決ビジネスと社会的企業に関する考察をイタリアの社会的

協同組合とイギリスのコミュニティ利益会社の対比から論じた研究，東日

本大震災後のコミュニティとその変革のあり様について，全国の 8つの地

域（岩手県，東京都，神奈川県，岐阜県，長野県，鳥取県，香川県など）に実施

したフィールドワークをふまえ，商店街，まちづくり，芸術，社会的企業

の相互関係を検証したもの，当時一世を風靡したＢ-1 グランプリ，Ｂ級

ご当地グルメの評価を素材として，地域の変革と公益の実現を考察した研

究，再生可能エネルギーを活用したスマートハウスに関する課題と展望な

どがある（境 2010; 2011; 2012; 2016a）。

（1─ 5）公益・公共善の実現

科学の究極の目的は公益・公共善に関する研究と実践であることから，

文化創造，SDGsとパンデミックの視点から公益概念の研究と実践を多面

的に論じた研究がある（現代公益学会 2013; 2017; 2022）。
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員の個性と能力を引き出し合いながら協働することを意味する（平井

2019）。両者を通して，各地域の価値創造と価値向上が図られるのである。

例えば，行政（長）が掲げる目標に対して，企業や市民が 1 つの目標に向

けて協働すると同時に，企業と市民の各主体にできることを個性と能力を

出し合いながら協働する。拠点連携を用いてこの両者による共創と協創が

地域価値の創造と向上がモデルの要件となる。

ù ─ ú 分析方法

本研究では，フィールドワークを行い，商店街や廃校，直売所など主要

拠点の現状を観察，検証するとともに，インタビューならびに「まちの実

態」を調査する。さらに，町役場を訪問して，町長ほか主な行政官からま

ちの現状と課題，それに対応する施策，今後の展望を伺った。

ú．本稿に関する先行研究の総括

本稿に関する先行研究としては，地域研究の分野（複数拠点の連携，商店

街・まちづくり・コミュニティほか，空き家活用・公共施設再生ほか，地域活性

化・社会的課題解決，公益・公共善ほか），マネジメント・プロデュース・ネ

ットワーク研究の分野（企業グループ・組織間関係・紐帯・ネットワーク，事

業創造，プロデュース・マネジメント・アート・デザイン・価値創造など），の大

きく 2つに分けられる。これまでに数多くの当該分野における研究，論稿

が存在するが，ここでは，筆者の既発表の著書，論稿を中心に整理総括す

ることとしたい。

（1）地域研究の分野

（1─ 1）複数拠点の連携と価値創造ほか

筆者が助成研究（助成期間：2022 年 4 月～2024 年 3 月）として取り組む研

究が「商店街・廃校・道の駅を基点とする地域活性化：エリアプロデュー

サーによる共創＆協創モデルの提案」のテーマで進行中である（境／成城

大学 2022）。

（1─ 2）商店街・まちづくり・コミュニティほか

東京都世田谷区を中心として，タウンマネジメントの視点から商店街活

性化に関する課題と展望を検証したもの，世田谷区内の主な 6地域・商店

街と比較を通して，本学と商店街との地域連携を「学びの場」ととらえた

論稿，下北沢と成城に関する 70 年間の変遷と創造性に富む新たな商店街

づくりの可能性と提案を述べた論稿などがある（境 2014; 2015a; 2020）。

（1─ 3）空き家活用・公共施設再生ほか

コロナ禍前の 2018 年時点で，都市型と地方における民泊の運営ならび

に制度に関して課題と展望を論じたもの，図書館，廃校，倉庫という公共

施設を対象に再生と活用に関する検証をフィールドワークを駆使して論じ

たものなどがある（境 2018; 2021a）。

（1─ 4）地域活性化・社会的課題解決ほか

社会的課題解決ビジネスと社会的企業に関する考察をイタリアの社会的

協同組合とイギリスのコミュニティ利益会社の対比から論じた研究，東日

本大震災後のコミュニティとその変革のあり様について，全国の 8つの地

域（岩手県，東京都，神奈川県，岐阜県，長野県，鳥取県，香川県など）に実施

したフィールドワークをふまえ，商店街，まちづくり，芸術，社会的企業

の相互関係を検証したもの，当時一世を風靡したＢ-1 グランプリ，Ｂ級

ご当地グルメの評価を素材として，地域の変革と公益の実現を考察した研

究，再生可能エネルギーを活用したスマートハウスに関する課題と展望な

どがある（境 2010; 2011; 2012; 2016a）。

（1─ 5）公益・公共善の実現

科学の究極の目的は公益・公共善に関する研究と実践であることから，

文化創造，SDGsとパンデミックの視点から公益概念の研究と実践を多面

的に論じた研究がある（現代公益学会 2013; 2017; 2022）。

成城・経済研究 第 239 号（2023 年 1 月） 拠点連携に基づくエリアマネジメント＆プロデュースによる地域創生の検証

─ 56 ─ ─ 57 ─



（ù）マネジメント・プロデュース・ネットワーク研究の分野

（2─ 1）企業グループ，組織間関係，紐帯，ネットワーク

企業グループにおける組織間関係と企業業績の関係を企業紐帯（ネット

ワーク）の視点から理論と実証の両面にわたって行った研究がある（境

2003; 2017b）。

（2─ 2）事業創造

ウィズ／アフター・コロナの状況のなかで，失敗学，素人発想・玄人実

行，バックキャスティングの視点から，新事業創造を推進するための総合

的な経営のマネジメントのための発想法，ブレインマップの手法を提案し

た論稿がある（境 2021b，境・谷・榎本 2022）。

（2─ 3）プロデュース・マネジメント・アート・デザイン・価値創造ほか

アートとビジネスの相互浸透の状況をふまえて，アート，ビジネス，マ

ネジメント，プロデュースを組み合わせた論理と実践を新たな概念，アー

トプロデュースを提起した（境 2015b; 2016b; 2017a; 2021）。これを最先端の

農業ビジネスほか様々な視点から論じた研究もある（境・齋藤ほか 2020）。

また，東日本大震災によって壊滅的な被害をもたらした，東北地方におい

て，被災木から構築した記念碑的なヴァイオリンなど弦楽器を世界中に貸

与して，世界を音楽でつなぐプロジェクトを例に，コミュニティと対話を

検証した稿，アートプロデュース論の枠組みとその展開をアートとビジネ

スの相互浸透に関する実践事例から論じた稿，プロデューサーによる価値

創造のプロセスをネットワーク，デザイン，意思決定の視点から考察した

ものがある（境 2013; 2016b）。

（2─ 4）エリアマネジメントならびにエリアプロデュース

エリアマネジメントは，タウンマネジメントとほぼ同義であるものの，

小林重敬によって提唱され，「つくる」時代から「育てる」時代への変化

の中で生まれた都市づくり概念という点に特徴がある（小林ほか 2005，小

林ほか 2015）。2016 年には全国組織「全国エリアマネジメントネットワー

ク」が発足する等，エリアマネジメントへの注目が高まり，研究も盛んで

ある (Otsuka & Reeve 2007, Czarniawska 2016)。さらに地域活性化や地方創生に

関する先行研究では，都市人口に応じてエリアマネジメントの団体特性や

活動に差異がみられ，人口，自治体の財政，民間事業者数等の規模が，エ

リアマネジメントの効果に影響を与えるとする仮説が提起されている（御

手洗ほか 2016）。

従来，一定地域内での狭域エリアでの検証が大半であり，都市部と地域

内という横断的な広域エリアでの拠点の検証は見当たらなかった。特定地

域に関するエリアマネジメントの限界と拠点連携の必要性は示されている

（小林ほか 2005）。

最近の論稿では，小田急電鉄が既に記した下北沢周辺地域の「支援型開

発」，コミュニティシップのᷓれるまちづくりの実践，京王電鉄と地元商

店街ならびに世田谷区が協働して，井の頭線高架下に新たに開業した商業

施設「ミカン下北」と民間主導のエリアマネジメントの実現への動きが大

きな示唆を与えている（橋本ほか 2022，商店建築 2022）。

筆者は，2010 年から 2019 年までの 10 年間に，筆者自身ならびに学部

学生，大学院生が協働して商店街・まちづくり・コミュニティ，地域包括

ケア事例について 15を超える箇所でフィールドワークを継続的に実施し

てきた（境 2011; 2014; 2015a; 2016a; 2020a）。また地元企業や行政とのコラボ

レーションの成果事例として，小田急電鉄ならびに世田谷区と当研究室の

コラボレーションによる沿線まち歩きとフィールドワーク，第一生命との

商店街活性化の活動等がある。一方，行政事例として世田谷区を中心にま

ちなか研究会（同区内 8 大学との協働），公共施設調査，それ以外では墨田

区，大田区，横浜市，藤沢市，大和市などとの連携活動がある（境 2021a）。

世田谷区，小田急に関する活動は全てプレスリリースされ，地元である成

城商店街の活動は，SNS，Instagramのフォロワー数として常に公開確認
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（ù）マネジメント・プロデュース・ネットワーク研究の分野

（2─ 1）企業グループ，組織間関係，紐帯，ネットワーク

企業グループにおける組織間関係と企業業績の関係を企業紐帯（ネット

ワーク）の視点から理論と実証の両面にわたって行った研究がある（境

2003; 2017b）。

（2─ 2）事業創造

ウィズ／アフター・コロナの状況のなかで，失敗学，素人発想・玄人実

行，バックキャスティングの視点から，新事業創造を推進するための総合

的な経営のマネジメントのための発想法，ブレインマップの手法を提案し

た論稿がある（境 2021b，境・谷・榎本 2022）。

（2─ 3）プロデュース・マネジメント・アート・デザイン・価値創造ほか

アートとビジネスの相互浸透の状況をふまえて，アート，ビジネス，マ

ネジメント，プロデュースを組み合わせた論理と実践を新たな概念，アー

トプロデュースを提起した（境 2015b; 2016b; 2017a; 2021）。これを最先端の

農業ビジネスほか様々な視点から論じた研究もある（境・齋藤ほか 2020）。

また，東日本大震災によって壊滅的な被害をもたらした，東北地方におい

て，被災木から構築した記念碑的なヴァイオリンなど弦楽器を世界中に貸

与して，世界を音楽でつなぐプロジェクトを例に，コミュニティと対話を

検証した稿，アートプロデュース論の枠組みとその展開をアートとビジネ

スの相互浸透に関する実践事例から論じた稿，プロデューサーによる価値

創造のプロセスをネットワーク，デザイン，意思決定の視点から考察した

ものがある（境 2013; 2016b）。

（2─ 4）エリアマネジメントならびにエリアプロデュース

エリアマネジメントは，タウンマネジメントとほぼ同義であるものの，

小林重敬によって提唱され，「つくる」時代から「育てる」時代への変化

の中で生まれた都市づくり概念という点に特徴がある（小林ほか 2005，小

林ほか 2015）。2016 年には全国組織「全国エリアマネジメントネットワー

ク」が発足する等，エリアマネジメントへの注目が高まり，研究も盛んで

ある (Otsuka & Reeve 2007, Czarniawska 2016)。さらに地域活性化や地方創生に

関する先行研究では，都市人口に応じてエリアマネジメントの団体特性や

活動に差異がみられ，人口，自治体の財政，民間事業者数等の規模が，エ

リアマネジメントの効果に影響を与えるとする仮説が提起されている（御

手洗ほか 2016）。

従来，一定地域内での狭域エリアでの検証が大半であり，都市部と地域

内という横断的な広域エリアでの拠点の検証は見当たらなかった。特定地

域に関するエリアマネジメントの限界と拠点連携の必要性は示されている

（小林ほか 2005）。

最近の論稿では，小田急電鉄が既に記した下北沢周辺地域の「支援型開

発」，コミュニティシップのᷓれるまちづくりの実践，京王電鉄と地元商

店街ならびに世田谷区が協働して，井の頭線高架下に新たに開業した商業

施設「ミカン下北」と民間主導のエリアマネジメントの実現への動きが大

きな示唆を与えている（橋本ほか 2022，商店建築 2022）。

筆者は，2010 年から 2019 年までの 10 年間に，筆者自身ならびに学部

学生，大学院生が協働して商店街・まちづくり・コミュニティ，地域包括

ケア事例について 15を超える箇所でフィールドワークを継続的に実施し

てきた（境 2011; 2014; 2015a; 2016a; 2020a）。また地元企業や行政とのコラボ

レーションの成果事例として，小田急電鉄ならびに世田谷区と当研究室の

コラボレーションによる沿線まち歩きとフィールドワーク，第一生命との

商店街活性化の活動等がある。一方，行政事例として世田谷区を中心にま

ちなか研究会（同区内 8 大学との協働），公共施設調査，それ以外では墨田

区，大田区，横浜市，藤沢市，大和市などとの連携活動がある（境 2021a）。

世田谷区，小田急に関する活動は全てプレスリリースされ，地元である成

城商店街の活動は，SNS，Instagramのフォロワー数として常に公開確認
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できる（小田急電鉄 2018，大学ニュース 2018，成城大学 2018）。

筆者は世田谷区全域，地元の成城は勿論のこと，特に下北沢では「しも

きた商店街」理事長・副理事長との縁からフィールドワークと経営課題の

解決提案と実践を数多く手掛けてきた。下北沢では変化に適応した良い町

の実現を目指して，エリアマネジメントを展開している（出店ウォッチ

2022，yucco & komuken／世田谷ローカル編集部 2022）。

上記を経て，筆者は特別研究助成研究のテーマを「商店街・廃校・道の

駅を基点とする地域活性化：エリアプロデューサーによる共創＆協創モデ

ルの提案」（境／成城大学 2022）として展開中である。

2021 年 11 月，下北沢で初めて開催されたファーマーズマルシェに長野

県飯綱町が出店した。これを契機に，この町の実態を調べることにより消

滅可能性都市とその打開策の提案が可能なのではないかと，本年 6 月・8

月に学生とともにフィールドワークを実施した。

その成果は，本年 2022 年 9 月に長野県飯綱町に関する調査と同報告書

に総括されている（境新一研究室 2022）。ここでは商店街，廃校での入居企

業，直売所，行政の各主体にインタビューを試みフィールドワーク／実態

調査を行った。

特に，飯綱町は「日本一女性が住みたくなる町」というビジョンを掲げ

ており，峯村勝盛町長の「女性が積極的に住んでくれれば，多くの人が引

き寄せられ住みやすい町を実現できる」とする見解をふまえて，提案を行

い，町役場や対外発表にて高い評価を得た（成城大学 2022a）。

下北沢のエリアマネジメントでは，商業施設・文化施設・行政施設の各

拠点を利用している。それを参考に飯綱町での拠点を同様に探すと，商業

施設・文化施設・医療介護施設が相当し，この連携に可能性を見出した。

さらに筆者は，感動と価値を創造するアートプロデュースの枠組みを用い

て，地域の将来にわたる価値向上・ブランディングの提案と実践を行った。

マネジメントは「つくる」時代から「育てる」時代への変化の中で生まれ

た都市づくり概念であることは既に述べた通りである。

ただ，いずれにせよ，従来，一定地域内での狭域エリアでの検証が大半

であり，特定地域に関するエリアマネジメントの限界と拠点連携の必要性

が明らかになっていることから，本研究では両拠点の連携による地域価値

の創造と向上を検証することに最大の力点を置いた。

ネットワーク論，紐帯論を基礎として，アートとビジネス，プロデュー

スとマネジメントを対置させたアートプロデュースの枠組みを初めて提起

し，プロデュースの 7 要件*を整理した（境 2017a; 2021）。特に，地域につ

いて異質な対象同士を結びつけて関係者の協働を促進させ広域に物事を解

決できるプロデューサーに関する研究と実践については，筆者自身がエリ

アプロデューサーとして行ってきた 10 年に及ぶ継続的な地元活動と経験

知に依るところが大きい。

＊五感 (five senses)，ネットワーク (network)，シナリオ・物語 (scenario, story)，

デザイン (design)，戦略情報 (intelligence)，意思決定 (decision-making)，ブラ

ンド (brand) の 7つ，これらの英語の頭文字を並べると FNSDIDBとなる。

û．長野県飯綱町の概要と課題

û ─ ø 自然環境

今回分析対象としてとりあげる長野県飯綱町について，自然環境に関す

る情報を整理した。それは以下の通りである（飯綱町役場 2022）。長野県の

地域特性は，大きく北部・中部・南部に分けられる。特に同県北部は，中

野飯山地域（飯山市・中野市・下水内郡・下高井郡），長野地域（長野市・須坂

市・千曲市・上高井郡・上水内郡・埴科郡），北アルプス地域（大町市・北安曇

郡）から構成される。飯綱町は長野地域の上水内郡に位置し，富山県・新

潟県・群馬県との境界にも近い。降雪もあり寒暖の差が大きい。飯綱町の

周囲の町には小布施町，信濃町，山ノ内町などがある。

成城・経済研究 第 239 号（2023 年 1 月） 拠点連携に基づくエリアマネジメント＆プロデュースによる地域創生の検証

─ 60 ─ ─ 61 ─



できる（小田急電鉄 2018，大学ニュース 2018，成城大学 2018）。

筆者は世田谷区全域，地元の成城は勿論のこと，特に下北沢では「しも

きた商店街」理事長・副理事長との縁からフィールドワークと経営課題の
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し，プロデュースの 7 要件*を整理した（境 2017a; 2021）。特に，地域につ
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アプロデューサーとして行ってきた 10 年に及ぶ継続的な地元活動と経験

知に依るところが大きい。

＊五感 (five senses)，ネットワーク (network)，シナリオ・物語 (scenario, story)，

デザイン (design)，戦略情報 (intelligence)，意思決定 (decision-making)，ブラ

ンド (brand) の 7つ，これらの英語の頭文字を並べると FNSDIDBとなる。

û．長野県飯綱町の概要と課題

û ─ ø 自然環境

今回分析対象としてとりあげる長野県飯綱町について，自然環境に関す

る情報を整理した。それは以下の通りである（飯綱町役場 2022）。長野県の

地域特性は，大きく北部・中部・南部に分けられる。特に同県北部は，中

野飯山地域（飯山市・中野市・下水内郡・下高井郡），長野地域（長野市・須坂

市・千曲市・上高井郡・上水内郡・埴科郡），北アルプス地域（大町市・北安曇

郡）から構成される。飯綱町は長野地域の上水内郡に位置し，富山県・新

潟県・群馬県との境界にも近い。降雪もあり寒暖の差が大きい。飯綱町の

周囲の町には小布施町，信濃町，山ノ内町などがある。
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図表 þ 第 2次飯綱町総合計画の主な政策目標

【出典】「第 2次飯綱町総合計画」令和 3年 12 月。

図表 ÿ 第 2次飯綱町総合計画 前期基本計画の施策項目に対する住民の評価

【出典】前掲「第 2次飯綱町総合計画」令和 3年 12 月。

û ─ ù 飯綱町の目指す地域創生

飯綱町が立案した第 2次飯綱総合計画の趣旨を整理し総括したい（飯綱

町第 2次飯綱町 2022）。図表 þ。

今回のフィールドワークにおける峯村勝盛町長に対するインタビューに

よれば，「女性は夫，子供，祖父母などみんなの幸せが実現したときに，

幸せを感じるのではないかと考えており，すなわち女性が住みたくなる町
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図表 ü 長野県飯綱町の位置

【出典】独自に作成。

図表 ý 飯綱町の基本情報

【出典】飯綱町役場・基本情報，フィールドワークをもとに，独自に作成。
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図表 Ā フィールドワークの調査エリアと連携点

【出典】道路地図をもとに，後藤大輝が独自に作成。

① 牟礼駅前商店街

【出典】①牟礼駅前商店街／栄町商栄会 会長・小林直樹氏と学生。
②宿泊場（旧教室) ③むーちゃん／いいづなファーム商品棚 学生。
④凸版印刷（株）ICT KŌBŌ iizuna 従業員と学生。
いずれも，筆者撮影。2022 年 8 月 16，17 日。

② いいづなコネクトウェスト

③ 農産物直売所「むーちゃん｣ ④ いいづなコネクトイースト

を目指すことで多くの人にとって住みやすい町を実現できるだろう」と述

べた（インタビュー 2022）。

飯綱町では特に，「日本一女性が住みたくなる町」をテーマに地方創生

に力を入れ，女性をはじめ，子どもから高齢者までの全世代の人々が住み

やすくなる町づくりを目指している。

ü．分析結果と提案 飯綱町における複数拠点とその連携

ü ─ ø フィールドワークの結果

今回のフィールドワークや関係者へのインタビューを総括すれば，飯綱

町では，すでに廃校の活用や様々な子育て支援，移住者支援など地域の存

在価値を向上させる施策を行っているものの，駅前商店街や直売所などま

だ活用できる拠点や資源は多く存在する。また，それぞれの拠点には物理

的な距離があり，拠点同士の連携も進んでいないという課題がある。

飯綱町での事前調査の結果，商店街，廃校（旧三水第二小学校，旧牟礼西

小学校の 2校），直売所を活用できる可能性があることがわかった。また，

地域内単独での活性化の限度を考慮した上で，都市部の生産余剰を活用す

るために，地域内と都市部（地域外）との連携を促し，地域内と都市の更

なる発展を促すものと考えられ，地域価値の向上に資する共創＆協創が促

進される。連携の拠点となり得る 4主体は，以下のように総括される。

（a）商店街：近年，牟礼駅前商店街で出店を希望する若者が増えており，

かつての活気を取り戻そうとしている。しかし空き物件が多いのが現

状である。駅前の好立地を活かした提案が求められる。

（b）廃校：廃校再生事例「いいづなコネクトイースト」に地方拠点を構え

る凸版印刷の社員にインタビューをした際，「仕事中，廃校に遊びに

来た子供の声が聞こえるのがとても良い」という話を伺った。今日，

いいづなコネクトは自然体験と創業支援の施設である。このことから，
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写真 ù 長野県飯綱町役場，ふるさと振興公社ならびに成城大学・境新一研究室
の主要メンバー

【出典】飯綱町役場・峯村勝盛町長，同・池内武久副町長，飯綱町ふるさと振興公社・廣田
裕二社長，成城大学・境研究室。撮影 2022 年 8 月 16 日。

図表 ø÷ 都市部との拠点連携のモデル［Ａ］，地域内との拠点連携のモデル［Ｂ]

【出典】橋本彩羽が独自に作成。

廃校×サテライトオフィスの更なる可能性を見出すことができる（境

新一研究室 2022）。

（c）直売所：ふるさと振興公社社長の廣田裕二氏から「これから直売所は

モノを売るだけの場所ではなくなる。どんどん変わっていく必要があ

る。」との話を伺った（インタビュー 2022）。直売所には新たな機能を

追加することでさらなる活用の可能性があろう。

（d）都市部：地方における都市との地域格差問題は悪化の一途をたどり，

今や地域内だけでの解決は難しくなっている。特定地域だけでなく近

隣の都市（長野市等）と結ぶことによって，地域内にはない資源を補

い，生活を向上させることができるのではないか。

ü ─ ù エリアマネジメント＆プロデュースに基づく地域創生の提案

拠点連携は，エリアマネジメントにない，プロデュース機能を加えて，

エリアマネジメント＆プロデュースをすすめるための要件となる。今回の

フィールドワークならびに提案では，［Ａ］地域内と都市部との拠点連携

［Ｂ］地域内の拠点連携 の 2 つのカテゴリーから地域創生，地域活性化

の提案が行われた。以下に総括する。図表 ø÷

［提案Ａ］地域内と都市部との拠点連携

商店街：オンライン診療所，都市部病院：オンライン診療，地域内薬

局：薬の処方宅配 の各拠点を連携する。

（1）オンライン診療の仕組み

① 都市部の医師が地方の患者をオンラインで診察する

② 医師は患者が住んでいる地域の薬局に処方箋をデータで転送する

③ 地域内の薬局は転送された処方箋をもとに薬を用意し，商店街まで配

送する

④ 患者は商店街に設置されたコインロッカーで薬を受け取る

（2）地域内の診療所の課題と解決策

都市部との医療体制の格差，医療機関の数が少なく，移動コストがかかる

そこで，提案による解決策としては，

1）医療体制の格差を埋める 2）移動コストの削減
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（2）地域内の診療所の課題と解決策

都市部との医療体制の格差，医療機関の数が少なく，移動コストがかかる

そこで，提案による解決策としては，

1）医療体制の格差を埋める 2）移動コストの削減
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［提案Ｂ］地域内の拠点連携

商店街：オンライン診療所，廃校：世代別コワーキングスペース，子ど

もの遊び場の提供，直売所：住民交流の場の提供 の各拠点を連携する。

（1）商店街：オンライン診療所

課題として，都市部との医療体制の格差，医療機関の数が少なく，移動

コストがかかる点が挙げられる。

本件に関して，飯綱町町長の峯村勝盛氏は「商店街に設置することで，

オンライン診療所を利用した帰りに買い物をして帰ることもできる。」と

発言した。

また，牟礼駅前商店街代表の小林直樹氏は「商店街の利用者の多くは高

齢者である」

これは商店街自体の発展に貢献し，地元の住民の医療機関への利便性を

高めていくことができる。さらに，都市部から地方に移住してきたとして

も，医師を変えることなく，引き続きかかりつけ医の診察を受けることが

できるといった長所もある

（ù）廃校：世代別コワーキングスペース，子どもの遊び場の提供

廃校に「世代別コワーキングスペース」と「子どもの遊び場」を機能と

して追加する。

＜世代別コワーキングスペース＞

①小中・高は主に宿題や課題をするための机と椅子を設置

②大・社会人用はオンライン授業・会議にも対応した個室を設置

これは，コロナ禍における，テレワークやオンライン授業，タブレット

学習に対応している。

働く意思のある女性の支援，職業生活と家庭生活の両立を目的として，

社会人用作業スペースの隣に託児所，未就学児用スペースを併設する。こ

れは，子供を見守りながら仕事ができる環境を形成する。

峯村町長の「子どもの遊ぶ場所が少なく，親がしっかりと見ていないと

遊ぶことができない」という話をもとに，地元住民の協力などにより，親

が見ていなくても安心安全にしっかりと遊ぶことができるスペースを作る

ことが必要である。

＜子どもの遊び場＞

地域のボランティアの方が見守り，室内で卓球やボール遊び，アスレチ

ックなど様々な遊びをすることができる。

廃校の事例ではないが，神奈川県平塚市にある「子どもの家」という施

設がある。ここでは，地域のボランティアの方が見守り，保護者がいなく

ても自由に遊ぶことができる。

このような施設を廃校の利用によって構築することによって，子どもの

遊ぶ場所を提供し，親も安心して仕事ができるようになる。

（3）直売所：住民交流の場の提供

直売所の中に追加する機能として「住民の交流できる場所」（たまり場）

を設ける。

図表 øø 住民の交流できる場所の例示

【出典】後藤大輝，橋本彩羽が独自に作成。

上記の例示にみられるように，多様な使い方ができるたまり場としての

機能を追加する。
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［提案Ｂ］地域内の拠点連携

商店街：オンライン診療所，廃校：世代別コワーキングスペース，子ど
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②大・社会人用はオンライン授業・会議にも対応した個室を設置

これは，コロナ禍における，テレワークやオンライン授業，タブレット

学習に対応している。

働く意思のある女性の支援，職業生活と家庭生活の両立を目的として，

社会人用作業スペースの隣に託児所，未就学児用スペースを併設する。こ

れは，子供を見守りながら仕事ができる環境を形成する。

峯村町長の「子どもの遊ぶ場所が少なく，親がしっかりと見ていないと

遊ぶことができない」という話をもとに，地元住民の協力などにより，親

が見ていなくても安心安全にしっかりと遊ぶことができるスペースを作る

ことが必要である。

＜子どもの遊び場＞

地域のボランティアの方が見守り，室内で卓球やボール遊び，アスレチ

ックなど様々な遊びをすることができる。

廃校の事例ではないが，神奈川県平塚市にある「子どもの家」という施

設がある。ここでは，地域のボランティアの方が見守り，保護者がいなく

ても自由に遊ぶことができる。

このような施設を廃校の利用によって構築することによって，子どもの

遊ぶ場所を提供し，親も安心して仕事ができるようになる。

（3）直売所：住民交流の場の提供

直売所の中に追加する機能として「住民の交流できる場所」（たまり場）

を設ける。

図表 øø 住民の交流できる場所の例示

【出典】後藤大輝，橋本彩羽が独自に作成。

上記の例示にみられるように，多様な使い方ができるたまり場としての

機能を追加する。
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図表 øù 地域と都市部／地域内の拠点連携のモデル

【出典】後藤大輝が独自に作成。

＜飯綱町の直売所「む～ちゃん」の事例＞

2022 年 8 月のインタビューによって得た情報は次の通りである。直売

所「む～ちゃん」は町の中央に位置しているため，農家の方の販売の場だ

けではなく町民が集まる場となることを目指して建設した。併設するカフ

ェでは，地元の農産物をスムージーやジェラートに使うことで無駄を削減

し，新鮮な食材を使っている。

地域と都市部との拠点連携，地域内との拠点連携をグラフ構造でモデル

化したものが図表 øùである。

第 1に，各拠点に関していかに人を集めるか，賑わいをつくれるか検討

することとなるが，拠点間をバスで繋いだとすると，その間の停留所にも

アクセスしやすくなる。第 2に，その結果として人の乗降の流れがつくら

れ，そこに波及効果が生まれる。さらに，3点を結ぶバスにすれば，各辺

から生じる波及効果によって面全体にも影響が及ぶ。

バスのルートに関しては，グラフを利用して良い経路を探す数理モデル，

例えば ORの技法のうち，組み合わせ最適化，巡回セールスマン問題の解

を活用することができる。

ただ，当該技法だけでなく，現場のフィールドワークによって実際に人

の移動・交流の頻度の高い場所を回るようにルートを選べばよい。

また，可視化という意味では，バスのルートを決め，停留所から人が動

く様子をシミュレーションできれば，人の移動と交流の盛んな場所を見せ

ることも不可能ではない。ただ，現実にシミュレーションをするには多大

なる労力を要することは言うまでもない。

ü ─ û 地域と都市部の連携に関する最新事例

2022 年 10 月 22，23 日ならびに 11 月 26，27 日に，しもきた商店街振

興組合が主催して，ファーマーズマルシェが開催された。催事のアイデア

と総責任者は同商店街振興組合・理事の川上佳祐氏である。開催場所は，

下北沢駅より徒歩 3分の交通量の多い茶沢通りに面した，昭和信用金庫本

店の駐車場であった（インタビュー 2022）。

新型コロナウイルスの影響等により中小規模の生産者，飲食店の活躍の

場が減少するなかで，本実例は，首都圏の事業者だけでなく，首都圏のさ

らに周辺地域にある地方事業者と首都圏との繋がりを構築し，相互連携を

通して，地域創生 ,地域活性化に貢献することを目指したものといえる。

「地域生産者」「地域出店者」「東京消費者」の 3 点を結び，ミクロの世界

からマクロの世界への発信を「地域連携と同時発信」として実現させた成

果ともいえる。本提案や実践に関する発表資料，記事・写真などを公表し

て，複数拠点で情報の同時発信を行った（境新一研究室 2022，成城大学

2022a）。11 月には長野県地元の信濃毎日新聞の取材を受け，同紙に記事が

掲載され，大学Webサイトにも報告記事が配信された（信濃毎日新聞 2022，

成城大学 2022b）。以上を経て，拠点連携による共創＆協創が実現すること
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図表 øù 地域と都市部／地域内の拠点連携のモデル

【出典】後藤大輝が独自に作成。

＜飯綱町の直売所「む～ちゃん」の事例＞

2022 年 8 月のインタビューによって得た情報は次の通りである。直売

所「む～ちゃん」は町の中央に位置しているため，農家の方の販売の場だ

けではなく町民が集まる場となることを目指して建設した。併設するカフ

ェでは，地元の農産物をスムージーやジェラートに使うことで無駄を削減

し，新鮮な食材を使っている。

地域と都市部との拠点連携，地域内との拠点連携をグラフ構造でモデル

化したものが図表 øùである。

第 1に，各拠点に関していかに人を集めるか，賑わいをつくれるか検討

することとなるが，拠点間をバスで繋いだとすると，その間の停留所にも

アクセスしやすくなる。第 2に，その結果として人の乗降の流れがつくら

れ，そこに波及効果が生まれる。さらに，3点を結ぶバスにすれば，各辺

から生じる波及効果によって面全体にも影響が及ぶ。

バスのルートに関しては，グラフを利用して良い経路を探す数理モデル，

例えば ORの技法のうち，組み合わせ最適化，巡回セールスマン問題の解

を活用することができる。

ただ，当該技法だけでなく，現場のフィールドワークによって実際に人

の移動・交流の頻度の高い場所を回るようにルートを選べばよい。

また，可視化という意味では，バスのルートを決め，停留所から人が動

く様子をシミュレーションできれば，人の移動と交流の盛んな場所を見せ

ることも不可能ではない。ただ，現実にシミュレーションをするには多大

なる労力を要することは言うまでもない。

ü ─ û 地域と都市部の連携に関する最新事例

2022 年 10 月 22，23 日ならびに 11 月 26，27 日に，しもきた商店街振

興組合が主催して，ファーマーズマルシェが開催された。催事のアイデア

と総責任者は同商店街振興組合・理事の川上佳祐氏である。開催場所は，

下北沢駅より徒歩 3分の交通量の多い茶沢通りに面した，昭和信用金庫本

店の駐車場であった（インタビュー 2022）。

新型コロナウイルスの影響等により中小規模の生産者，飲食店の活躍の

場が減少するなかで，本実例は，首都圏の事業者だけでなく，首都圏のさ

らに周辺地域にある地方事業者と首都圏との繋がりを構築し，相互連携を

通して，地域創生 ,地域活性化に貢献することを目指したものといえる。

「地域生産者」「地域出店者」「東京消費者」の 3 点を結び，ミクロの世界

からマクロの世界への発信を「地域連携と同時発信」として実現させた成

果ともいえる。本提案や実践に関する発表資料，記事・写真などを公表し

て，複数拠点で情報の同時発信を行った（境新一研究室 2022，成城大学

2022a）。11 月には長野県地元の信濃毎日新聞の取材を受け，同紙に記事が

掲載され，大学Webサイトにも報告記事が配信された（信濃毎日新聞 2022，
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写真 ú シモキタファーマーズマルシェ ポスターと売場 1

【出典】マルシェ責任者・川上佳祐氏と筆者＆当ゼミナール学生。2022 年 10 月 23 日撮影。

写真 û シモキタファーマーズマルシェ ポスターと売場 2

【出典】2022 年 11 月 26 日，筆者撮影。

図表 øú 循環自動運転バスの例

【出典】トヨタ自動車 e-Palette

になるといえよう。

境研究室では，当ゼミナール学生が長野県でのフィールドワークで繋が

りを持った，飯綱町ふるさと振興公と連携して，りんごやりんごジャム，

りんごバターの販売を行った。4日間でりんごは約 7箱分，りんごジャム，

りんごバター，そば，ドレッシングなどを販売した。4日間の合計売上は

13 万円，合計純利益は 4 万円を超えた。貴重な経験ができた 4 日間であ

った。写真 ú・û

ý．提案の基礎要件としてのインフラストラクチャー整備

5 でとりあげた提案Ａ，Ｂの基礎要件としてインフラストラクチャーの

整備が急務となっている。拠点をつなぐ手段としては，物理的な輸送手段

／交通と仮想のネットと大きく 2つの方法を検討する必要がある。以下，

述べることにしたい。

ý ─ ø 拠点をつなぐ交通手段

（Ａ）循環自動運転バス

地域内の拠点を循環自動運転バスによる輸送手段を導入してつなぐ。長

所としては，バスやタクシーの運転者の確保の問題を解決し稼働率を上げ

ることが可能となる。図表 øú

（Ｂ）いいづなレンタカー

地域内の主要拠点（主に 3 拠点）に「いいづなレンタカー」を配置して
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写真 ú シモキタファーマーズマルシェ ポスターと売場 1

【出典】マルシェ責任者・川上佳祐氏と筆者＆当ゼミナール学生。2022 年 10 月 23 日撮影。

写真 û シモキタファーマーズマルシェ ポスターと売場 2

【出典】2022 年 11 月 26 日，筆者撮影。

図表 øú 循環自動運転バスの例

【出典】トヨタ自動車 e-Palette

になるといえよう。
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13 万円，合計純利益は 4 万円を超えた。貴重な経験ができた 4 日間であ

った。写真 ú・û

ý．提案の基礎要件としてのインフラストラクチャー整備

5 でとりあげた提案Ａ，Ｂの基礎要件としてインフラストラクチャーの

整備が急務となっている。拠点をつなぐ手段としては，物理的な輸送手段

／交通と仮想のネットと大きく 2つの方法を検討する必要がある。以下，

述べることにしたい。

ý ─ ø 拠点をつなぐ交通手段

（Ａ）循環自動運転バス

地域内の拠点を循環自動運転バスによる輸送手段を導入してつなぐ。長

所としては，バスやタクシーの運転者の確保の問題を解決し稼働率を上げ

ることが可能となる。図表 øú

（Ｂ）いいづなレンタカー

地域内の主要拠点（主に 3 拠点）に「いいづなレンタカー」を配置して
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図表 øû いいづなレンタカー

【出典】いいづなレンタカー，牟礼駅商店街前にて筆者撮影。2022 年 8 月 16 日。

つなぐ。長所としては，観光客の移動手段や自家用車を所有していない住

民者の使用が可能である。図表 øû

ý ─ ù インターネットを用いた連携手段

地域内ならびに地域外の情報通信ネットワークを自由につなぐには，イ

ンターネットを用いた連携手段が有効である。連携の目的としては，

・オンライン診療

・zoomを活用し，都市と地方の社員が同じ会議に参加

・SNSを通じた店の情報発信

・病院から薬局へ処方箋のデータの転送

があげられる。インターネットを用いた連携手段の長所としては，

・物理的な距離をインターネットなどを用いて簡単に繋がることができ

る。

・情報の発信により顧客の集客がすすむ。

があげられる。

ここで使用する数理モデルの例としては，巡回セールスマン問題などの

組み合わせ最適，ネットワークモデル，構造モデルなどの技法があげられ

る。

þ．おわりに

拠点連携は，エリアマネジメントにない，プロデュース機能を加えて，

エリアマネジメント＆プロデュースをすすめるために要件となる。拠点連

携によって地域価値の向上のための共創＆協創が図られる。最後に，拠点

連携による地域創生の提案を改めて総括し，結論ならびに課題と展望を記

すことにしたい。

þ ─ ø 提案の総括

飯綱町の拠点連携に基づく地域創生，地域活性化を 2つ提案する。

提案Ａ：地域内と都市部との拠点連携

・診察ついでの買い物で商店街の利益が増加

・薬の受け取りが商店街で完了

・外出先でも都市部の主治医に診察が可能

提案Ｂ：地域内の拠点連携

・移住者と住民の交流場所としての活用

・緊急時の通院がオンラインで診断が可能

・仕事と育児の両立が容易

þ ─ ù 結論

都市部への人口集中，地方の過疎化によって消滅可能性都市が増加して

いる。対策として，その原因となる地域内の人口流出を防ぎ，地域の存在

価値の向上が重要である。

地域の主要拠点と都市部を結ぶ複数の拠点連携，そしてエリアマネジメ

ントにプロデュース機能を加えて，エリアマネジメント＆プロデュースを
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すすめることにより，拠点連携による地域価値の向上，人々の共創＆協創

が図られる。地域内の住民の生活の利便性を高め，個人のウェルビーイン

グを向上させる。その結果，地域の存在価値を向上させることができる。

þ ─ ú 課題と展望

今回の提案によって，拠点連携した地域内の公益，公共善，社会善，ウ

ェルビーイングならびに地域価値は向上すると考えられる。

しかし，その拠点連携によって結ばれた地域，エリアから外れた地域，

人や地域資源をいかに主要拠点と連携させるかに課題が残る。また，それ

ぞれの拠点に置く機能についてもまだ検討が必要である。加えて，本稿で

は具体的な地域の課題＆拠点連携を類型化した共創＆協創モデルの作成ま

でには至らなかったため，モデルの構築が課題となろう。

一方，今後の展望として，主要拠点を結ぶ拠点連携した地域，エリアを

長野県飯綱町だけでなく，他の地域もフィールドワークをふまえて援用し

てみたい。その，際に主要拠点としては，商業施設，文化施設，医療介護

施設だけでなく，他の施設にも展開し，その地域に適したものを選択する

ことも検討に値しよう。その地域の戦略や課題にあった活用法も検討する

ことが伴となろう。

そして下北沢でのファーマーズマルシェにおける飯綱町のりんごなどの

農産物の販売を本学学生が手掛けた例の通り，飯綱町と下北沢が各拠点で

成果情報を同時に発信することが地域の連携を強化し，地域創生や地域活

性化をさらに進展させるといえよう。

［謝辞］
木村周市朗先生におかれましては，在勤中に学部ならびに大学院と多々お世話に
なりました。ここに改めて厚く御礼申し上げます。
また，本研究では，コロナ禍により 2年間果たせなかったフィールドワーク，イ

ンタビューを実施して検証を試みました。研究に際して多くの現場関係者，特にし
もきた商店街副理事長の小清水克典氏，同理事の川上佳祐氏，長野県飯綱町・町長
の峯村勝盛氏，同・副町長の池内武久氏，飯綱町ふるさと振興公社社長・廣田裕二
氏，牟礼駅前商店街／栄町商栄会長・小林直樹氏，農園主・丸山功夫妻，に多大な
るご支援を賜りました。
最後に，当ゼミ学生，特に後藤大輝，橋本彩羽，小林春華，長谷川純奈，久我岳

史の皆さんならびに大学院生の谷真哉氏には情報収集と検証に関して大変お世話に
なりました。ここに深く感謝を申し上げる次第です。
なお，本稿は木村先生記念号に寄せるものであると同時に，本学特別研究助成に
よる研究成果の一部でもあることを申し添えます。
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2022 年 8 月。

［研究プロジェクト］
境新一／成城大学特別研究助成 (2022)「商店街・廃校・道の駅を基点とする地域

活性化：エリア・プロデューサーによる共創＆協創モデルの提案」助成期
間：2022 年 4 月～2024 年 3 月。
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『国富論』における「過剰取引 (overtrading)｣
─ 経済に内在する不安定性の認識 ─

立 川 潔

Ⅰ 問題の所在
Ⅱ ｢貨幣不足」の原因としての過剰取引─現在の「苦境の性質と原因｣─
Ⅲ アメリカ植民地における過剰取引
Ⅳ 結びに代えて─スコットランドにおける過剰取引─

Ⅰ 問題の所在

これまで，『国富論』は，重商主義的な様々な規制が撤廃され自由な市

場の働きが十全に作用すれば，商品の市場価格は中心価格である自然価格

に引きつけられて経済の安定性が担保されるとの主張が展開された書物と

みなされてきた。あるいは 1760 年代と 70 年代の金融危機を経験したスミ

スは金融市場の特異性を認識するに至り，金融部門の安定性には，少額銀

行券の発行禁止をはじめとする法的規制，さらには銀行の自主的な融資規

制が不可欠とみなされるに至ったと理解されてきた1)。しかし，いずれに

※引用表記：引用頁数は原典，翻訳のある場合は翻訳の順で，たとえば (Smith [26]
65-66/Ⅰ.82) のように数字のみを表記した。なお訳文は適宜変更させていただい
た。また傍点はすべて立川による。
1) 新村 [34] は，『国富論』の銀行論が，金融システムの安定化をめぐって，①
『法学講義』以来の銀行の自由競争擁護論，② 1760 年代の為替危機と 1765 年法
に結実した法的規制論─ 5ポンド未満銀行券の発行禁止，選択条項の禁止─，
さらに③ 72 年の金融恐慌とエア銀行倒産を踏まえて貸付限度を貸付対象企業の
手元現金額に限定すべきとし，その他の流動資本や固定資本は銀行融資による
のではなく私人からの借入によるべきとする銀行の自主的貸付制限論という，
三つの層を，金融危機の経験とその認識の深化につれて，積み重ねてきたと整
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